
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わが主よもちいたまえや 

１． 

私はなりたい 主の証し人に 

もし主の助けがあれば 信仰の目を上げ、 

十字架見上げる、私を用いたまえ 
 

※  わが主よ、用いたまえや  いやしい私でさえも 

なし得る仕事を与えたまえや 

用いたまえ、わが主よ 
 

２． 

たとえ死の力おそってきても、福音を広く伝えよう 

もし御旨ならば海外へ行き、主の御言葉伝えよう 
 

３． 

主は谷間の百合、曙の星、誰よりも麗しき君 

主はシャロンのバラよ、私のすべて、 

再び来られる王の王 
 

 

土の器 
 

土の器 欠けだらけの私 

その欠けからあなたの 光がこぼれ 輝く 

土の器 ヒビだらけの私 

そのヒビからあなたの 愛が溢れ 流れる 
 

こんな私でさえも 主はそのままで愛してくださる 
 

だから今 主の愛に 応えたい 私の全てで 

用いてください主よ 

私にしか できないことが 必ずあるから 
 

 

５つのパンと２匹の魚 
 

何もないところから 主は奇跡を起こされる 

ささげます この心 用いてください主よ 
 
 

主の愛の汝が内に（新聖歌３９２） 

用いたまえ我が主よ 用いたまえ我をも 

み恵みをとりつぐに 通りよき管（くだ）として 

 

信仰宣言 
 

「私の家族は全員救われます」  

「日本にはリバイバルが始まっています」  

「私も用いられます」  

「すべての問題は解決します」  

「することなすこと、みな成功します」  

「私のまわりには奇跡が起こります」  

「すべてのことを感謝します」  

「イエス様がご一緒ですから」  

「ハレルヤ主よ感謝します」  

 

１ 

祈りの小径（こみち） 

Number：161 瀬戸カルバリーチャペル 

 

 

祈りのガイドライン 
 

１． 賛美と感謝の祈り  ピリピ４の４～７ 
 

２． 悔い改めと主を慕い求める祈り  詩篇５１ 

３．個人的な願いの祈り  ヨハネ１５の７ 

４．とりなしの祈り １テモテ２の１～４/エペソ４ 
 

❶大和カルバリーチャペルと大川牧師ご夫妻のため 

❷瀬戸カルバリーチャペルと倉知牧師家族のため 

❸クリスチャンが成長し、整えられ、用いられますように 

＝教会員が恵まれて、礼拝・祈祷会・奉仕・献金・伝道ができますように 

❹求道者が与えられ、救われますように→受洗者 

❺教会近隣の方が集われますように 

❻若い献身者が与えられますように 

❼ジョイキッズとユースの働きが充実しますように 

❽高齢の方々のフォローが十分になされますように 

❾Seto Life Art Studioが用いられますように 

＝ウクレレ・キッズ英語・ゴスペル・モンテッソーリ教室・音楽ミサなど 

❿５０人→１００人→２００人と教会が成長しますように 
 

５．日本と世界とエルサレムの平和を願って… 
 

●ウクライナとロシアのために。戦争が終わるように。 

●日本の今後・未来のため。教育・経済・国際情勢。 

 

５ 

「祈りの小径（こみち）」の名称は、愛知県瀬戸市・せとものの
街の名所「窯垣の小径」と、詩人・八木重吉の作品にあ
る「祈りの路」から名付けられました。各ページにある数字
の順に、賛美→聖書→黙想→解説→祈りを致します。 

瀬戸カルバリーチャペル Seto LIFE ART Studio 

mailto:keikura@gmail.com
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みことばの解説 
 
 

 若くても、そうでなくても、神様が私たちを用い 

  られるその条件があるとしたら、それは「砕けた」 

 たましいをもった存在であるかどうか。だから、 

 神様は私たちが弱さの中を通過するのをご覧に 

 なられて、あえて沈黙されるのかもしれない。 

 

弱さを感じることは、 

日々、強さを求めて、 

キリストに寄り頼む 

思いを深めます。 

私たちが弱さを感じれば 

感じるほど、 

主に寄りかかる 

度合いは強まるのです。 

J.I.パッカー （1926-2020） 

 
 初代教会は、多くのミニストリーズ（活動や働き）が

次々となされました。その背後に、① みんなが用い

られた ② みんなが生活を Re スケジュール・再検

討した…とお話しました（6/11 礼拝）。そして、もう一つ

その背後にあるならば、③みんなが砕かれ、弱さを

感じて＝聖霊様に寄り頼んだ！からではないでしょ

うか。 
 

 

↓来週の祈祷会（6/22）のゲスト 伊藤美結（みゆ） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７月２５日(日)のゲスト/ 午後「賛美集会」にも出演↑ 

鶴田ジェニファー唯（violin）  常定 希(cello) 

 

 

 

今日の聖書のことば 
ゆっくり読んで黙想しましょう。 

 

２ 黙想（Life Art Meditation） の時間 
（感じたこと・恵まれたことをノートします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  ４ 

ローマ人への手紙１２章１～１２節 
 
1 兄弟たちよ。そういうわけで、神のあわれみに
よってあなたがたに勧める。あなたがたのからだ
を、神に喜ばれる、生きた、聖なる供え物として
ささげなさい。それが、あなたがたのなすべき霊
的な礼拝である。 2 あなたがたは、この世と妥
協してはならない。むしろ、心を新たにすることに
よって、造りかえられ、何が神の御旨であるか、
何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことであ
るかを、わきまえ知るべきである。 
 

3 わたしは、自分に与えられた恵みによって、あ
なたがたひとりびとりに言う。思うべき限度を越
えて思いあがることなく、むしろ、神が各自に分
け与えられた信仰の量りにしたがって、慎み深く
思うべきである。 4 なぜなら、一つのからだにた
くさんの肢体があるが、それらの肢体がみな同じ
働きをしてはいないように、 5 わたしたちも数は
多いが、キリストにあって一つのからだであり、ま
た各自は互に肢体だからである。 6 このように、
わたしたちは与えられた恵みによって、それぞれ
異なった賜物を持っているので、もし、それが預
言であれば、信仰の程度に応じて預言をし、 7
奉仕であれば奉仕をし、また教える者であれば
教え、 8 勧めをする者であれば勧め、寄附する
者は惜しみなく寄附し、指導する者は熱心に指
導し、慈善をする者は快く慈善をすべきである。 
9 愛には偽りがあってはならない。悪は憎み退
け、善には親しみ結び、 10兄弟の愛をもって互
にいつくしみ、進んで互に尊敬し合いなさい。  
 

11 熱心で、うむことなく、霊に燃え、主に仕え、 
12 望みをいだいて喜び、患難に耐え、常に祈り
なさい。 


